


避難の間も種をつないで育ててきた
村特産のカボチャ「いいたて雪っ娘」
をたっぷり使った風味豊かな逸品で
す。現在は、村内と避難先の両方の畑
で栽培していて、カボチャそのものも
道の駅の人気商品です。
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学校や交流センターなどに
展示している彫刻をつくっ
ていただいた重岡建治先生
から「仲間」というタイト
ルの座れる彫刻を寄贈いた
だき、役場１階に設置しま
した。出生届を出しに役場
窓口に来ていた高橋彰さん
（草野）ご家族にモデルを
お願いしました。

いいたて雪っ娘
ポクしっとりマドレーヌ

カボチャ畑での作業風景
が描かれた心和むパッケー
ジ。ポクポクしっとりの堅
焼きマドレーヌが個包装で
コロンと入っています。後
方のパッケージは３個入で
378円。

「いいたて雪っ娘」の

豊かな風味とやさしい甘さが

口いっぱいに広がります。

び  さい れん と

飯舘村飯樋字大橋180
福島市荒井字金綱内前31

「いいたて村の道 

 の駅までい館」

（※水曜定休）で

  購入できます。

「いいたて雪っ娘」
は菅野元一さん（宮
内）が育種したオリ
ジナル品種です。

感
謝
の
大
喜
利

あ
た
り
ま
え
を
あ
り
が
た
い
と
思
う
日 

本
当
に
大
切
な
も
の
っ
て
、
な
ん
だ
ろ
う
。

あ
た
り
ま
え
の
日
々
に
こ
そ
あ
る
、
か
け
が
え
の
な
い
宝
物
を
、

「
大
喜
利
」
の
形
で
皆
さ
ん
か
ら
募
集
し
ま
し
た
。

募
集
期
間
は
、
２
月
５
日
か
ら
29
日
ま
で
。

お
よ
そ
１
０
０
点
の
作
品
を
お
寄
せ
い
た
だ
き
ま
し
た
。

な
か
な
か
言
え
な
い
身
近
な
人
へ
の
「
あ
り
が
と
う
」

懐
か
し
い
子
ど
も
時
代
や
ふ
る
さ
と
へ
の
思
い

改
め
て
見
つ
め
直
し
た
日
常
へ
の
深
い
感
謝

世
相
を
反
映
し
て
ひ
ね
っ
た
作
品
な
ど

い
た
だ
い
た
大
喜
利
の
内
容
は
さ
ま
ざ
ま
で
し
た
。

作
品
は
す
べ
て
、
交
流
セ
ン
タ
ー
「
ふ
れ
愛
館
」
に
展
示
し
ま
し
た
。

展
示
は
３
月
末
で
終
了
し
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、

村
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
の
作
品
公
開
は
、
継
続
し
て
い
ま
す
。

一
人
ひ
と
り
に
き
っ
と
あ
る

見
逃
し
て
し
ま
い
が
ち
な
、
か
け
が
え
の
な
い
大
切
な
も
の
。

皆
さ
ん
も
あ
た
り
ま
え
の
日
々
の
中
か
ら
、
探
し
出
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

おおぎり
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杉下文代さん（長泥）

増永 浩さん（農水省出向職員／臼石）

菅野秀一さん（伊達市）

星 勝昭さん（郡山市）

（投稿全文）あたりまえだと思っていた子供の頃、貧乏だったはず
だけれども、いつも兄弟競ってご飯のおかわりをした。食べられな
かったことは、一度もない。特においしいと思っていなかったが、
大人になってから、ある時仕事で大きな町へ出張した。旅館のご飯
は不味かった。不味い米を初めて食べた。旅館のご飯が不味かった
わけじゃない。両親が作っていた米がうますぎたのだ。気がつくの
が遅すぎたのでした。父ちゃん、母ちゃん、ありがとう。

鈴木みつ子さん（深谷）

３月10日、大喜利作品のお披露目の式を

交流センター「ふれ愛館」で行いました。

新型コロナウィルス感染症の感染拡大の

影響で、式は一般公開せず、記者会見の

形で行いました。応募してくださった方の

中から、５人の方に会場にお越しいただき

作品にこめた思いをお聞きしました。

紙上で皆さんにお伝えします。

式に出席していただいた投稿者の

皆さん。左から３人目から、鈴木さ

ん、菅野さん、星さん、杉下さん、

増永さん。投稿を寄せてくださった

皆さまに、心から感謝申し上げま

す。本当にありがとうございました。

父は早く亡くなり、母も
数年前に。ありがとうと
言えないままでした。幸
せってそういうものか
と。過ぎてから分かる。
今になって、ありがたさ
を思い返しています。

空の色、吹く風、蝉しぐ
れ、鈴虫の声…村に戻っ
て、自然を感じながら、
夫婦で笑顔でいられる。
こうしてまた暮らせて本
当にありがたいと思って
います。

さまざまな事業を展開す
る村に以前から注目して
いました。今も仕事で村
に関わっていますが、震
災後の取り組みや村づく
りにも、飯舘ならではの
センスを感じています。

長泥で生まれ育った一
人っ子。反抗的だった時
期も、家族は愛情を注い
でくれました。今笑顔で
いられるのも親や家族の
おかげ。ふるさと飯舘に
も感謝をしています。

出向して村役場で仕事を
してきました。それもこ
の３月末で終わります。
庁舎をいつもきれいにし
てくれるゆり子さん。直
接言えないお礼を、大喜
利に託しました。

あ
た
り
ま
え
が
あ
り
が
た
い
大
喜
利  

披
露
式
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令和２年  第２回

飯舘村議会定例会
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⃝３月議会定例会⃝
　
令
和
２
年
３
月
議
会
定
例
会
は
、
３
月

３
日
か
ら
17
日
ま
で
の
日
程
で
開
か
れ

ま
し
た
。
一
般
質
問
は
５
、６
日
に
行
わ

れ
、
村
議
員
が
村
政
の
重
要
な
課
題
等
に

つ
い
て
村
側
の
考
え
を
質
し
ま
し
た
。

　

議
会
審
議
は
17
日
に
行
わ
れ
、
提
出

さ
れ
た
議
案
は
追
加
議
案
を
含
め
て
全

て
原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

令
和
元
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

令
和
２
年
度
介
護
保
険

特
別
会
計
予
算

い
い
た
て
ク
リ
ニ
ッ
ク
の
指
定
管

理
者
の
指
定
に
つ
い
て

令
和
元
年
度
国
民
健
康
保
険

特
別
会
計
補
正
予
算

令
和
２
年
度
後
期
高
齢
者
医
療
特

別
会
計
予
算

メ
モ
リ
ア
ル
ホ
ー
ル
い
い
た
て
の

指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

令
和
２
年
度
農
業
集
落
排
水
事
業

特
別
会
計
予
算

村
介
護
福
祉
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例

令
和
２
年
度
簡
易
水
道
事
業

特
別
会
計
予
算

村
税
特
別
措
置
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例

小
滝
大
倉
線
道
路
災
害
復
旧
工
事

請
負
契
約
に
つ
い
て

令
和
２
年
度
国
民
健
康
保
険
特
別

会
計
予
算

令
和
２
年
度
一
般
会
計
予
算

使
用
料
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例

ラ
イ
ス
セ
ン
タ
ー
新
築
工
事
請
負

契
約
に
つ
い
て

令
和
元
年
度
後
期
高
齢
者
医
療
特

別
会
計
補
正
予
算

村
営
住
宅
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例

令
和
元
年
度
介
護
保
険
特
別
会
計

補
正
予
算

行
政
機
構
改
革
に
伴
う
関
係
条
例

の
整
備
に
関
す
る
条
例

令
和
元
年
度
農
業
集
落
排
水
事
業

特
別
会
計
補
正
予
算

義
務
教
育
学
校
設
置
に
伴
う
関
係

条
例
の
整
備
に
関
す
る
条
例

比
曽
・
岩
部
辺
地
に
係
る
総
合
整

備
計
画
の
策
定
に
つ
い
て

令
和
元
年
度
簡
易
水
道
事
業

特
別
会
計
補
正
予
算

社
会
福
祉
法
人
経
営
安
定
化
基
金

設
置
条
例

佐
須
辺
地
に
係
る
総
合
整
備
計
画

の
策
定
に
つ
い
て

今
議
会
で
可
決

さ
れ
た
議
案
な
ど

（
紙
面
の
都
合
上
、一
部
省
略
し
て
い
ま
す
）

　

令
和
元
年
12
月
20
日
付
で
閣
議
決

定
さ
れ
た
基
本
方
針
に
つ
い
て
、
福

島
復
興
局
長
か
ら
そ
の
概
要
に
つ
い

て
村
に
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。
基
本

方
針
の
主
な
内
容
は
次
の
と
お
り
で

す
。

①
復
興
庁
の
設
置
期
間
を
10
年
間
延

長
す
る
こ
と
。

②
福
島
復
興
局
は
、
引
き
続
き
福
島

市
内
に
設
置
す
る
こ
と
。

③
福
島
特
措
法
を
延
長
す
る
こ
と
。

④
原
子
力
災
害
被
災
地
域
に
つ
い
て

は
、
中
長
期
的
な
対
応
が
必
要
か
つ

不
可
欠
で
あ
り
、
国
が
前
面
に
立
っ

て
取
り
組
む
こ
と
。
併
せ
て
当
面
10

年
間
、
本
格
的
な
復
興
・
再
生
に
向

け
た
取
り
組
み
を
行
う
こ
と
。

な
ど
が
示
さ
れ
ま
し
た
。
な
お
、
こ

れ
ら
の
事
業
に
該
当
す
る
財
源
は
、

今
年
の
夏
頃
を
目
途
に
提
示
さ
れ
る

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

昨
年
９
月
に
、
第
６
次
総
合
振
興

計
画
策
定
委
員
会
を
発
足
さ
せ
、
４

つ
の
専
門
部
会
を
設
置
し
、
村
民
を

は
じ
め
学
識
者
な
ど
に
よ
っ
て
検
討

を
重
ね
て
き
ま
し
た
。現
在
ま
で
に
、

策
定
委
員
会
、
各
専
門
部
会
、
村
民

向
け
中
間
報
告
会
等
、
精
力
的
に
取

り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

　

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い
て
は
、
当

初
の
方
針
ど
お
り
６
月
中
に
原
案
を

ま
と
め
、
９
月
定
例
議
会
に
議
案
と

し
て
提
出
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

２
月
１
日
時
点
で
、
帰
村
の
届
出

を
し
て
い
る
６
０
２
世
帯
の
う
ち
５

７
４
件
の
方
が
申
請
し
て
い
ま
す
。

　

鳥
獣
被
害
対
策
実
施
隊
に
よ
り
、

今
年
度
は
現
在
ま
で
イ
ノ
シ
シ
７
０

７
頭
、
サ
ル
20
匹
を
捕
獲
し
て
い
ま

す
。

　

１
月
25
日
、
第
３
回
目
と
な
る
義

務
教
育
学
校
説
明
会
を
、
保
護
者
を

主
な
対
象
に
、
飯
舘
中
学
校
で
開
催

し
ま
し
た
。
当
日
は
、
い
い
た
て
希

望
の
里
学
園
の
制
度
や
教
育
の
重
点

に
つ
い
て
説
明
し
た
ほ
か
、
来
年
度

か
ら
の
保
護
者
一
部
負
担
に
つ
い
て

も
説
明
を
行
い
ま
し
た
。

　

国
補
助
金
の
見
通
し
、
現
在
の
村

負
担
の
状
況
な
ど
を
踏
ま
え
説
明
を

行
っ
た
結
果
、
概
ね
理
解
を
得
ら
れ

た
も
の
と
と
ら
え
て
お
り
ま
す
。

　

１
月
12
日
、
交
流
セ
ン
タ
ー
「
ふ

れ
愛
館
」
で
成
人
式
を
開
催
し
ま
し

た
。
式
に
は
、
新
成
人
58
人
中
37
人

が
出
席
し
、
多
く
の
ご
来
賓
に
見
守

ら
れ
て
、
晴
れ
て
大
人
の
仲
間
入
り

を
果
た
し
ま
し
た
。

　

高
速
道
路
の
無
料
化
を
行
っ
て
い

る
「
ふ
る
さ
と
帰
還
通
行
カ
ー
ド
」

に
つ
い
て
、
有
効
期
間
が
１
年
延
長

と
な
り
、
来
年
３
月
31
日
ま
で
と
な

り
ま
し
た
。

　

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
「
つ
な
が
っ

ぺ
」
事
業
の
利
用
登
録
者
も
１
２
９

人
と
な
り
、
参
加
者
も
多
く
平
均
20

人
で
、
連
日
盛
況
に
て
運
営
し
て
い

ま
す
。
引
き
続
き
、
高
齢
者
の
介
護

予
防
と
住
民
の
交
流
の
場
、
高
齢
者

を
中
心
と
す
る
住
民
の
居
場
所
づ
く

り
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　

い
い
た
て
ク
リ
ニ
ッ
ク
に
つ
い
て

も
、
利
用
者
が
徐
々
に
増
え
て
１
日

あ
た
り
の
利
用
者
は
29
．５
人
程
度

と
な
っ
て
い
ま
す
。
引
き
続
き
、
診

療
日
等
に
つ
い
て
は
利
用
者
の
状
況

を
見
な
が
ら
対
応
し
て
い
き
ま
す
。

　

２
月
１
日
時
点
の
村
へ
の
帰
還
者

は
６
０
２
世
帯
、
１
２
０
７
人
で
帰

還
率
は
約
22
．１
％
で
す
。
こ
れ
に
、

震
災
後
の
転
入
者
１
６
１
人
と
い
い

た
て
ホ
ー
ム
の
入
所
者
等
を
合
わ

せ
、
村
内
の
居
住
者
は
７
１
１
世
帯

で
１
４
０
８
人
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

避
難
を
継
続
し
て
い
る
方
は
、
県

外
避
難
者
が
２
３
０
人
、
県
内
避
難

者
は
福
島
市
に
２
５
３
７
人
、
南
相

馬
市
に
３
４
３
人
な
ど
、
合
わ
せ
て

３
８
２
４
人
で
す
。

（
紙
面
の
都
合
上
、一
部
省
略
し
て
い
ま
す
）

村
長
村
政
報
告

東
日
本
大
震
災
に
伴
う
村
税
の
減

免
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例

た
め
池
放
射
性
汚
染
物
質
拡
散
防

止
対
策
工
事
（
外
内
地
区
）
請
負

契
約
の
変
更
に
つ
い
て　
　
　

 

等

農
業
用
施
設
等
整
備
工
事
（
伊
丹

沢
南
エ
リ
ア
肉
用
牛
用
施
設
）
請

負
契
約
に
つ
い
て

農
業
用
施
設
等
整
備
工
事
（
伊
丹

沢
西
エ
リ
ア
肉
用
牛
用
施
設
）
請

負
契
約
に
つ
い
て

復
興
創
生
期
間
後
に
お
け
る
東
日
本

大
震
災
か
ら
の
復
興
の
基
本
方
針

第
６
次
総
合
振
興
計
画

お
か
え
り
な
さ
い
補
助
金

鳥
獣
被
害
対
策

学
校
教
育
関
係

生
涯
学
習
関
係

ふ
る
さ
と
帰
還
通
行
カ
ー
ド

健
康
福
祉
関
係

村
民
の
帰
還
状
況
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その他 2億7,007万円

土木費
24億958万円

消防費 2億3,096万円
商工費 3億7,651万円

民生費
9億9,695万円

教育費 4億2,389万円

総務費 
26億4,197万円

公債費 4億6,427万円

衛生費 8億1,351万円

農林水産業費
37億3,430万円

その他 2億7,006万円

土木費
24億958万円

消防費 2億3,096万円
商工費 3億7,651万円

民生費
9億9,695万円

教育費 4億2,389万円

総務費 
26億4,197万円

公債費 4億6,427万円

衛生費 8億1,351万円

歳  出
123億6,200万円

農林水産業費
37億3,430万円

自主財源 
32億9,196万円

依存財源 
90億7,004万円

歳  入
123億6,200万円

諸収入 1億8,447万円 
財産収入等 6,765万円 使用料及び手数料等 3,891万円

寄付金 5,165 万円
村税 4億8,387万円 

県支出金 
14億2,217万円 地方交付税 

21億5,706万円 

国庫支出金 
51億1,820 万円 

地方消費税交付金
6,840万円

地方譲与税 5,261万円

村債 2億5,160万円 

繰入金 
24億6,541万円 自主財源 

32億9,196万円

依存財源 
90億7,004万円

歳  入
123億6,200万円

諸収入 1億8,447万円 
財産収入 6,765万円 使用料及び手数料等 5,552万円

寄付金 3,504 万円
村税 4億8,387万円 

県支出金 
14億2,217万円 地方交付税 

21億5,706万円 

国庫支出金 
51億1,820 万円 

地方消費税交付金
6,840万円

地方譲与税等 5,261万円

村債 2億5,160万円 

繰入金 
24億6,541万円 

令
和
２
年
度
当
初
予
算

　

令
和
２
年
度
当
初
予
算
は
、

令
和
２
年
第
２
回
村
議
会
定
例

会
で
３
月
17
日
に
可
決
成
立
し

ま
し
た
。
一
般
会
計
予
算
は
１

２
３
億
６
２
０
０
万
円
で
、
前

年
度
に
比
べ
19
億
５
８
０
０
万

円
の
減
額
で
す
が
、
当
初
予
算

の
規
模
と
し
て
は
昨
年
に
続
く

大
型
予
算
で
す
。

　

震
災
前
の
平
成
22
年
度
当
初

予
算
総
額
41
億
４
５
１
０
万
円

と
比
較
し
て
、
２
倍
を
超
え
て

い
ま
す
。

必
要
な
事
業
を
着
実
に

　

当
初
予
算
は
、
被
災
地
域
農

業
施
設
等
整
備
工
事
、
深
谷
地

区
多
目
的
交
流
広
場
整
備
工
事

の
事
業
費
が
減
額
し
た
こ
と
な

ど
に
よ
り
、
昨
年
度
当
初
予
算

に
比
べ
減
額
と
な
っ
て
い
ま
す
。

今
年
度
も
、
復
興
創
生
期
間
終

了
ま
で
に
必
要
な
事
業
を
着
実

に
進
め
る
と
共
に
、
福
祉
向
上

に
必
要
な
施
策
に
取
り
組
ん
で

い
き
ま
す
。

自
主
財
源

　

32
億
９
１
９
６
万
円
で
前

年
度
に
比
べ
14
億
６
６
８
４

万
円
の
減
額
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　

こ
の
主
な
要
因
は
、
国
・

県
支
出
金
を
、
一
旦
、
積
み

立
て
て
使
用
す
る
「
帰
還
環

境
整
備
交
付
金
基
金
」
な
ど

の
基
金
繰
入
金
15
億
１
０
５

８
万
円
が
減
額
と
な
っ
た
こ

と
な
ど
に
よ
る
も
の
で
す
。

依
存
財
源

　

歳
入
の
大
半
を
占
め
る
国

庫
支
出
金
は
、
51
億
１
８
２

０
万
円
で
前
年
度
に
比
べ
９

億
７
８
４
６
万
円
の
増
額
。

地
方
交
付
税
は
９
億
１
１
９

８
万
円
の
減
額
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

村
の
大
部
分
の
避
難
指

示
解
除
か
ら
３
年
が
経
過

し
、
主
要
な
イ
ン
フ
ラ
等
が

ほ
ぼ
整
備
さ
れ
た
こ
と
に
よ

り
、「
復
旧
・
復
興
」
か
ら
「
新

た
な
村
づ
く
り
」
に
力
強
く

歩
み
出
す
必
要
が
あ
り
ま
す
。

ま
で
い
ラ
イ
フ
の
理
念
を
踏

ま
え
な
が
ら
、
10
年
後
、
20

年
後
を
見
据
え
、「
コ
ン
パ
ク

ト
で
も
輝
け
る
新
し
い
村
づ

く
り
～
将
来
を
見
据
え
た
行

政
経
営
～
」
を
推
進
す
る
予

算
と
し
ま
し
た
。

　

予
算
配
分
に
つ
い
て
は
、

復
興
計
画
の
５
つ
の
基
本
方

針
に
沿
っ
て
行
っ
て
い
ま
す
。

主
な
事
業
に
つ
い
て
は
10
～

11
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

令和２年度一般会計

歳 出
令和２年度における

村の支出総額

令和２年度一般会計

歳 入
令和２年度における

村の収入総額

国民健康保険特別会計・・・・・・・・・・・ ９億２１５万円
簡易水道事業特別会計・・・・・・・・・・４億３，２９５万円
農業集落排水事業特別会計・・・・・・・・・ ４，７２７万円
介護保険特別会計（事業勘定）・ ・・・・１１億１，５３１万円
介護保険特別会計（サービス勘定）・ ・・・・・・７７５万円
後期高齢者医療特別会計・・・・・・・・・・ ７，２４９万円

令和２年度

特別会計
特定の事業を特定の収入
で行うため、一般会計と
は分けて設けた会計です

１、２、３でゴ－！
令和２年度当初予算 １２３億6,200万円

（金額は端数処理をし、万円単位にしています）
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令和２年度の 主な事業と予算
今年度の主な事業の予算額を紹介します。

　　　　　　までいブランドを再生する
１．福島県営農再開支援事業・・・・・・・ ６億８，３４３万円
　　除染後の農用地保全等による営農再開支援
２．被災地域農業復興総合支援事業・・・・・・ ２，１５７万円
　　村農業復興に資する農業用機械、施設等の導入支援
３．飯舘地域農業再生協議会事業・・・・・・・・ ４７８万円
　　村内水田農業の振興を担う飯舘地域農業再生協議会の
　　活動を支援
４．ふるさと再生推進事業・・・・・・・・・・・ ４０８万円
　　深谷拠点南手農地での景観形作物及び花卉栽培を推進
５．までいな農業普及推進事業・・・・・・・・・ ３５０万円
　　なりわい農業に取組む農業者に対して、経営計画等、
　　総合的な支援を実施

　　　　　　原子力災害をのりこえる
１．農業基盤整備促進事業（飯舘西部その２）・ ７億１，０００万円
　　営農再開に向けた暗渠排水、用排水路整備
２．伐採支障木処理事業・・・・・・・・・ ６億９，１１０万円
　　伐採支障木の撤去、焼却処分を行う
３．農業水利施設等保全再生事業（飯舘地区）・ ３億３７６万円
　　ため池からの放射線拡散防止対策工事
４．事業再開帰還促進事業・・・・・・・・ １億１，４０７万円
　　プレミアム商品券、商談会等イベント
５．放射線量（モニタリング）マップ作成事業・ ９，８６７万円
　　歩行による放射線量マップの作成

　　　　　　生命（いのち）をまもる
１．総合健診事業・・・・・・・・・・・・・・ ３，４４４万円
　　総合健診、特定健診、がん検診等
２．予防接種事業・・・・・・・・・・・・・・ ２，３４６万円
　　法定予防接種、任意予防接種等
３．放射線相談支援事業・・・・・・・・・・・ １，６５０万円
　　村民が抱える放射線に由来する健康相談活動
４．産後ケア事業・・・・・・・・・・・・・・・ ２０１万円
　　育児の知識や技術に不安のある産後の母親へのケア事業
５．までいな健康づくり事業・・・・・・・・・・ １８３万円
　　村内の会場で運動教室等

　　　　　　子どもたちの未来をつくる
１．スクールバス運行事業・・・・・・・・・・ ８，４３６万円
　　運転業務委託、整備管理者委託 等
２．被災児童生徒等就学支援事業・・・・・・・ １，２５６万円
　　村立義務教育学校への就学に必要な経費を援助
３．ミュージカル鑑賞事業・・・・・・・・・・・ ４７９万円
　　親子の絆をテーマとした創作ミュージカルの鑑賞事業
４．義務教育学校整備事業・・・・・・・・・・・ ４０５万円
　　校歌プレート設置工事、校舎網戸設置工事等
５．スクールソーシャルワーカー事業・・・・・・ ３０８万円
　　子ども、保護者等訪問、相談支援

　　　　　　人と人がつながる
１．移住・定住・交流事業・・・・・・・・・・ ５，３４６万円
　　移住定住支援事業補助金、移住者交流会等
２．深谷地区多目的交流広場管理運営事業・・・ ５，０１４万円
　　深谷多目的交流広場の管理運営費
３．もりの駅まごころ修繕事業・・・・・・・・ ３，０８６万円
　　もりの駅まごころ内部修繕工事
４．道の駅「までい館」改修工事・・・・・・・ ２，８６０万円
　　道の駅「までい館」販売スペース拡張とウッドデッキ整備
５．飯舘村復興震災記録交流施設整備事業・・・ ２，１２１万円
　　旧飯樋小、飯樋幼を再整備し、復興震災記録交流施設兼
　　災害時の避難所として利用する

基本方針①

基本方針③

基本方針④

基本方針⑤
基本方針②
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飯
舘
村
役
場
の
各
課
・
各
係
の

連
絡
先
一
覧
を
掲
載
し
ま
す
。
今

年
度
は
、
「
村
づ
く
り
推
進
課
」

が
新
設
さ
れ
た
他
、
「
復
興
対
策

課
」
が
「
産
業
振
興
課
」
に
な
る

な
ど
、
組
織
が
大
き
く
改
編
さ
れ

ま
し
た
。
連
絡
先
電
話
番
号
の
変

更
も
生
じ
て
お
り
ま
す
の
で
、
ご

確
認
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
ま

た
、
人
事
異
動
に
よ
る
新
体
制
に

つ
い
て
も
、
併
せ
て
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

　
こ
の
ペ
ー
ジ
は
広
報
か
ら
取
り

外
し
て
使
う
こ
と
も
で
き
ま
す
。

ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

おしらせ

ほけんとふくし

…………… までいの里の栄養教室 ……………
電子レンジで簡単調理＆栄養アップ

　２月27日、いちばん館で、バランスの良い食
事とその簡単な調理方法について学ぶ栄養
教室を開催しました。　
　教室では、講師の管理栄養士・軒名礼子
さん（福島県保健衛生協会）から、電子レン
ジを使って簡単に作れてしかも栄養価の高
いメニューや、食材の冷凍保存方法などを、
紹介していただきました。
　参加者は、グループに分かれて調理を行
い、できあがった料理を実食。バランスの良い
食事について改めて学びながら、普段の食
事を見直しました。実習を終えた皆さんから
は、「レンジで簡単に作れてよかった」「１年を
通して、料理教室を開いてほしい」など、前向
きな感想が数多く寄せられました。

当日の調理メニューです
。

主菜と副菜のバランスを
大切に。

いつもの食事に、一品追加 ！

レシピをご紹介 ！ ぜひ、作ってみてくださいね。

切
り
干
し
大
根
の
あ
っ
さ
り
煮

●つくり方

●材料 １人分

①切り干し大根は、さっと洗ってボールに入れ、
　水を加えてよくもむ。水がにごったら、水気を
　しぼる。これを２回繰り返す。
②長ネギは、幅５ｍｍの小口切りにする。
③ボールに、合わせ調味料を合わせておく。
④耐熱ボールに、切り干し大根、ちりめんじゃこ、
　長ネギを入れ、合わせ調味料を加えて、底から
　返すように混ぜ、平らにする。
⑤ラップをふんわりとかけて、電子レンジ600ｗ
　で７分加熱する。
⑥ラップを外し、手早く全体をよくかき混ぜる。
⑦新しいラップをピタッとかけ、10分程おいて味
　をなじませ、器に盛る。
                    レシピ作成：（公財）福島県保健衛生協会

・切り干し大根……１０ｇ
・ちりめんじゃこ…１０ｇ
・長ネギ……………１０ｇ

・みりん………………２ｇ
・食 塩 ……………０.５ｇ
・水…………………５０ｇ

合わせ調味料

豚肉のトマト
ジュース煮

切り干し大根
のあっさり煮

青菜ときのこ
の煮浸し

令和２年４月号 12令和２年４月号13



交
流セ

ン
タ
ー

1415 令和２年４月号令和２年４月号

飯舘村役場  各係連絡先

本　
　
　

庁

総　務　課

総　務　係
☎ 0244-42-1611 消防・防災、選挙、法令、行政区長会、情報公開等

財　政　係
☎ 0244-42-1612 予算・決算、入札、地方交付税、ふるさと納税・義援金等

村 づ く り
推　進　課

企　画　係
☎ 0244-42-1613 総合計画策定、復興拠点整備、広報・広聴、住民懇談会等

定 住 交 流 係
☎ 0244-42-1622 移住・定住、空き家・空き地バンク等

住　民　課

住　民　係
☎ 0244-42-1617

戸籍、各証明発行、国民健康保険、後期高齢者医療、ごみ、
防犯、浄化槽、畜犬、住民相談窓口等

税　務　係
☎ 0244-42-1615

地方税の賦課・収納、所得税・住民税の申告相談、各税証
明発行等

産業振興課

農 政 第 一 係
☎ 0244-42-1621

農業振興、農業復興、就農支援、機構集積協力金、畜産、
環境再生事業、土地改良区 等

農 政 第 二 係
☎ 0244-42-1625

営農再開支援事業、環境再生事業、農地中間管理事業、獣害対
策、モニタリング、水田農業、林業、中山間・多面的事業等

商 工 観 光 係
☎ 0244-42-1620 企業支援、就労・雇用支援、観光関係等

農業委員会
事務局 ☎ 0244-42-1625 農業委員会運営、農地中間管理事業

建　設　課

建 設 管 理 係
☎ 0244-42-1624

村営住宅整備・維持管理、簡易水道・農業集落排水施設の
維持管理等

土　木　係
☎ 0244-42-1623 道路、橋梁、河川整備・維持管理

農 林 土 木 係
☎ 0244-42-1610 農業基盤整備、農林土木施設の整備・維持管理等

教　育　課 学 校 教 育 係
☎ 0244-42-1631

認定こども園、義務教育学校、学童保育、預かり保育、
スクールバスの運営等

会　計　室 ☎ 0244-42-1627 村行政に関する会計業務

議会事務局 ☎ 0244-42-1628 村議会運営に関すること

生涯学習課

生 涯 学 習 係
☎ 0244-42-0072

（ふれ愛館）

☎ 0244-42-0152
（スポーツ公園管理棟）

生涯学習事業、青少年事業、スポーツ公園、文化財保護、
読書推進、伝統文化関係等

い
ち
ば
ん
館

健康福祉課

健　康　係
☎ 0244-42-1637 健康増進、健診、子育て相談、予防接種等に支援等

福　祉　係
☎ 0244-42-1633

高齢者福祉、介護保険、介護認定、介護予防、障がい者福祉、
児童手当、子育て支援等

地域包括支援センター
☎ 0244-42-1626

高齢者総合相談、高齢者権利擁護相談、介護予防ケアマ
ネジメント等

総 務 課

村づくり推進課

建 設 課

会 計 室

住 民 課

健 康 福 祉 課

監 査 委 員

議 会 事 務 局

事 務 局

学 校 教 育 係

生 涯 学 習 係

総 務 係

財 政 係

企 画 係

定 住 交 流 係

住 民 係

健 康 係

福 祉 係

地域包括支援センター

 

長
村

野
菅

 

雄
典

長
村
副

馬
門

 

市
伸

教 育 課

までいの里のこども園

生　涯　学　習　課

退 職 者

商 工 観 光 係

農 政 第 一 係

農 政 第 二 係

建 設 管 理 係

土 木 係

経 理 係

総務係長　高橋 政彦 /糯田 文也（併）/草野 健太郎/伊藤 直美（新）/髙橋 萌育　　

財政係長　八巻 光広 /伊藤 博樹/幕田 三英（任）/髙橋 真理（任）

企画係長　松下義光 /高野 琢子/木幡 貴彦/松本 義之/庄司 伸也

定住交流係長　愛澤 伸一（任）/梅津 幸一郎（任）/菅野 純子（任）

健康係長　多田 朋永 /齋藤 愛子/大河原 愛美/赤石澤 愛/國分 志保理
渡邉 陽子（任）/菅野 八重子（任）/川﨑 弘子（任）

福祉係長　今野 智和 /佐藤 由美子/北原 美樹/原田 朋

地域包括支援センター係長　佐藤 こずえ /横田 美江子/佐藤 正幸（任）/壹岐 敬（任）
菅野 奈央（任）　
農政第一係長　杉岡 誠 /藤井 慎悟/大谷 暁永/西村 真大（埼玉県吉川市）
遠藤 健（農林水産省）/榊原 利浩（県）/川井 智洋（JAふくしま未来）/渡邊 秀一（任）
川村 初子（土地改良区）
農政第二係長　高橋 由文 /佐藤 宣清/今井 一起/小林 徳弘（新）/山本 実（任）

商工観光係長　渡部 朋子 /万福 大輔/佐藤 勝一（任）/椛澤 博一（任）

主任主幹兼建設管理係長　高橋 栄二 /高橋 直也/髙橋 淳一（任）/大槻 重宏（任）
後藤 秀文（県任）

土木係長　松下 貴雄 /髙木 将寛/丹野 徳男（任）/鵜沢 信太郎（任）/小森谷 宏之（県任） 

農 林 土 木 係 農林土木係長　庄司 稔/片平 幸一（農林水産省）/加藤 福雄（任）/榎本 雅己（任）
山田 茂（任）/中島 栄重（任）　

経理係長　髙橋 美穂 /菅野 彩

事務局長　石井 秀徳 /高橋 由香（併）/高野 琢子（併）/糯田 文也（併）/松本 義之（併）
庄司 伸也（併）/草野 健太郎（併）/伊藤 直美（併）/髙橋 萌育（併） 

書記長　石井 秀徳（併）/高橋 由香

学校教育係長　荒 真一郎 /佐藤 育男（指導主事）
佐藤 将樹/遠藤 喜行（任）

主幹保育教諭　中井田 多美子 /主幹保育教諭　鈴木 美智子 /菅野 優/林 博美/羽田 美和
齊藤 ひろみ/稲葉 修/木幡 房実/塙 啓世/清野 遥/宮地 祥子（任）

園長　石川 幸男（任）

課長　藤井 一彦

課長　佐藤 正幸

生涯学習係長　齋藤 博史 /菅野 裕日子（新）/大森 真（任）
佐藤 明美（任）

伹野 正行/松田 久美子/小林 浩二
大谷 愛

派 　 遣 星　敬（後期高齢者医療広域連合）

教
育
委
員
会
事
務
局

住民係長　志賀 春美 /來海 裕一/安藤 祥子/室井 麻矢/菅野 未歩（新）/豊永 拓也（任）
佐藤 弘子（任）

税 務 係 税務係長　高倉 常成 /瀬川 雅幸/羽田 一/実沢 澪/松下 秀平

課長  髙橋 正文

課長  三瓶 真

課長  山田 敬行

課長   細川 亨

産 業 振 興 課
課長  村山 宏行

課長  髙橋 祐一

会計管理者  山田 敬行（兼）

教
育
長
　
遠
藤  

哲

※太字になっているのが、今回の昇格・異動者です。
※紙面の都合上、正規職員、任期付職員、派遣職員のみ記載し、
　職名を一部省略しています。（新）…新規採用職員　（任）…任期付職員
　（市町村名）…派遣職員　（併）…他部署との併任　（兼）…他業務との兼任（令和２年3月31日付）

き まち

農 業 委 員 会 事務局長  村山 宏行（兼） /事務局次長　高橋 由文（兼）/渡部 誉典

書記長　髙橋 正文（併）/高橋 政彦（併）/糯田 文也選 挙 管 理 委 員 会

令和２年４月１日付で、職員の人事異動が行われました。令和２年度の体制は次のとおりです。
令和２年度　村の組織と職員の配置



主な施設の連絡先
広報いいたて令和元年11月号の「いいたてマップ2019」の施設紹介と併せてご活用ください

いいたてスポーツ公園

交流センター「ふれ愛館」

いいたて希望の里学園

佐藤宗雄さん（小宮）

までいの里のこども園

飯舘村社会福祉協議会

サポートセンター「つながっぺ」

飯舘村伊丹沢字山田380番地
☎ 0244-42-0152   FAX 0244-42-1300
開館時間：午前9時～午後9時
※利用申込がない平日は午後5時15分に閉館。
休館日：年末年始
※平日の午後５時15分以降、土・日・祝日は、
   事前予約の上、自主管理で利用が可能です。
※予約がない土・日・祝日は休館します。

飯舘村草野字大師堂17
☎ 0244-42-0072   FAX 0244-42-0860
開館時間：午前8時30分～午後9時　　
※利用申込がない平日は午後5時15分に閉館。
休館日：年末年始
※平日の午後５時15分以降、土・日・祝日は、
   事前予約の上、自主管理で利用が可能です。
※予約がない土・日・祝日は休館します。

飯舘村伊丹沢字山田380番地
☎ 0244-42-0003
※入学などに関するお問い合わせは
  飯舘村教育委員会 ☎ 0244-42-1631

飯舘村伊丹沢字山田380番地
（いいたてクリニック内）
☎ 0244-26-5207
※利用登録は飯舘村社会福祉協議会（上記）へ

飯舘村伊丹沢字山田380番地
☎ 0244-42-0229
※入園などに関するお問い合わせは
  飯舘村教育委員会 ☎ 0244-42-1631

飯舘村伊丹沢字伊丹沢571番地
（陽だまりの家）
☎ 0244-42-1021　FAX 0244-42-1040

公共施設などの住所と連絡先をまとめました

100歳のお祝い
佐藤宗雄さん 賀寿

　佐藤さんは、家の周りを散歩したり、

デイサービスに通ったりしながら、毎日

を過ごしているそうです。新聞や雑誌

は、今もメガネをかけずに読んでいると

のこと。

　何でもよく食べ、特にチーズやバ

ター、甘い物が好物。長寿の秘訣をお聞

きしたら、「自然に元気になった」と笑

顔を見せていただきました。

　
佐
藤
宗
雄
さ
ん
が
、百
歳
を
迎
え

ら
れ
ま
し
た
。

　
賀
寿
の
お
祝
い
は
、誕
生
日
の
３
月

25
日
当
日
に
行
わ
れ
ま
し
た
。村
、県
、

村
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
、小
宮
行
政

区
な
ど
が
、お
祝
い
の
品
を
届
け
、賀

寿
を
祝
い
ま
し
た
。佐
藤
さ
ん
は
、し
っ

か
り
し
た
口
調
で
あ
い
さ
つ
や
お
礼
を

述
べ
、お
祝
い
に
駆
け
つ
け
た
皆
さ
ん

を
、びっ
く
り
さ
せ
て
い
ま
し
た
。

　
宗
雄
さ
ん
は
、大
正
９
年
に
生
ま

れ
、子
ど
も
３
人
、孫
７
人
、ひ
孫
８

人
、や
し
ゃ
ご
２
人
に
恵
ま
れ
ま
し
た
。

　
村
で
百
歳
を
迎
え
ら
れ
た
方
は
、佐

藤
さ
ん
で
27
人
目
で
す
。

お孫さんからの花束

親族の皆さんと一緒に

　村では、１００歳を迎えた
方に、お祝い金と合わせて、
記念樹の苗木を贈呈してい
ます。記念樹の品種は、ご本
人の希望するものにしていま
す。佐藤さんには、春にピン
クの花を咲かせる「ハナミズ
キ」を贈りました。

記念樹の贈呈

令和２年４月号 16令和２年４月号17



飯舘
百景

　
旅
立
ち
の
春
。３
月
13
日
に
は
飯

舘
中
学
校
で
、18
日
に
は「
ま
で
い

の
里
の
こ
ど
も
園
」で
、23
日
に
は

草
野
・
飯
樋
・
臼
石
小
学
校
で
、卒
業

式
、卒
園
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。義

務
教
育
学
校
と
し
て
生
ま
れ
変
わ

る
小
中
学
校
で
は
、そ
れ
ぞ
れ
閉
校

前
の
最
後
の
式
と
な
り
ま
し
た
。

　
中
学
校
の
式
で
は
、庄
司
梨
花
さ

ん
が
、8
人
の
卒
業
生
を
代
表
し
て

あ
い
さ
つ
を
述
べ
ま
し
た
。「
木
の
温

の
卒
業
生
一
人
ひ
と
り
が
思
い
を
語

り
、「
こ
の
学
校
が
あ
っ
た
か
ら
」「
こ

の
仲
間
が
い
た
か
ら
」「
ど
ん
な
こ
と

も
乗
り
越
え
ら
れ
た
」「
こ
の
大
切

な
日
々
を
」「
い
つ
ま
で
も
忘
れ
ま
せ

ん
」と
声
を
合
わ
せ
ま
し
た
。

　
卒
業
生
の
熱
き
思
い
を
つ
な
い
で
、

４
月
か
ら
は
義
務
教
育
学
校「
い
い

た
て
希
望
の
里
学
園
」が
、新
た
な

歴
史
を
刻
み
始
め
ま
す
。

も
り
に
あ
ふ
れ
た
素
敵
な
校
舎
に
お

気
に
入
り
の
制
服
で
通
学
が
で
き
て

幸
せ
で
し
た
。『
ふ
る
さ
と
学
習
』で

は
、誇
れ
る
ふ
る
さ
と
飯
舘
を
、全

国
・
世
界
に
発
信
し
、多
く
の
方
と

交
流
す
る
中
で
、社
会
に
貢
献
す
る

意
味
を
考
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。校
名
は
変
わ
り
ま
す
が
、よ
き

伝
統
を
、在
校
生
に
託
し
た
い
」。

　
草
野
・
飯
樋
・
臼
石
小
学
校
で
は
、

「
わ
か
れ
の
こ
と
ば
」と
し
て
、５
人

卒業式・卒園式

　中学校の卒業生は、震災の年に小学校に
入学。間借り校舎、仮設校舎で小学校生活
を送りました。また、中学校でも仮設校
舎で学び、2年進級時から村の本校舎に通
い、閉校を見届ける卒業生となりました。
卒業証書を授与された卒業生は、一人ひと
りが壇上で、将来の夢や支えてくれた家族
への感謝を大きな声で発表しました。

までいの里のこども園 までいの里のこども園草野・飯樋・臼石小学校草野・飯樋・臼石小学校
令和２年４月号 18令和２年４月号19



いいたて便り

村をハナモモでいっぱいに
苗木の寄贈をいただきました
　３月18日、BHNテレコム支援協議会から、紅白
のハナモモの苗木、合わせて200本の寄贈を受
けました。同協議会からは、仮設住宅や仮設校
舎への情報通信機器の設置をはじめ、震災直後
から継続的な支援をいただいてきました。ハナモ
モの寄贈は３年連続３回目で、１年目は大火山に
200本、２年目は「いいたてスポーツ公園」に200本
を植えていただきました。今回の200本は、新設さ
れるパークゴルフ場に、村民と協力して植樹いた
だく予定です。

個人版「自分史」事業の
編纂報告会を行いました
　村は、今年度から、民間の出版社などを利用し
て個人で「自分史」の本をつくる方に、一律10万
円を補助する事業を行っています。この事業を活
用した本の完成を受けて、３月25日、交流センター
「ふれ愛館」で報告会が行われました。報告会

元気アップ・ポイント事業
４人の方を表彰しました
　2月26日、「いいたて元気アップ・ポイント事業表
彰式」が、交流センター「ふれ愛館」で行われまし
た。元気アップポイントは、生涯学習課が実施す
る事業に参加したり図書貸し出しを利用したりす
るたびに付与されるポイント。自己研鑽の努力を
たたえ、50ポイントを獲得した方を対象に、年１回
の表彰を行っています。ポイントは、家族の分を合
算することもできます。今回は、50ポイントを達成し
た４人を表彰し、記念品として、５，０００円分のクオ
カードを贈呈しました。

子育て支援センターすくすく
５年３か月の思い出を胸に
　子育て支援センター「すくすく」が３月で閉所と
なりました。避難生活が続く中、未就学児を抱える
親同士の交流や子育て相談ができる場所を求め
る声に応え、平成26年12月、村が福島市に開所
し、運営してきました。すくすくでは、乳幼児健診、
イベントなども開催され、村民はもとより福島市な
ど村外の皆さんの利用も数多くありました。
　村では現在、新たな子育て支援センターを村
内に整備中です。開所日など詳細は決まり次第お
知らせします。ぜひご利用ください。

革工芸の教室で
おしゃれな小物作りに挑戦
　２月19日、交流センター「ふれ愛館」で、「いい
たてレザークラブ」の方を講師に、生涯学習講座
「革工芸教室」を開催しました。15人の参加者
は、ほとんどが革工芸の初心者でしたが、裁断さ
れた革のキットを使って、ブレスレットと小物入れ
の製作に挑戦しました。講師の方が、材料の扱い
方のコツや、間違えやすいポイントなどを伝えなが
ら、参加者の作業を見回り、進み具合に合わせて
指導。全員が、約２時間の教室の間に、２点の作
品を完成させました。

革の風合いが素敵な小物を製作。
男性参加者も教室を楽しみました

TOKYO2020 村の担当者が
ホストタウンリーダーに
　ホストタウン活動の推進に対する貢献が認め
られ、総務課企画係の庄司伸也主事が、「内閣
官房東京オリンピック競技大会・東京パラリンピッ
ク競技大会推進本部」から、２月22日、「ホストタウ
ンリーダー」の表彰を受けました。村とラオス・ドン
ニャイ村の交流事業の担当となって３年。ラオス
のホストタウンを務める飯舘村において、パラ水泳
選手団の合宿受け入れ、飯舘中学校「ホストタウ
ンプロジェクト」への協力、取り組みの発信などに
努めてきたことが評価されました。

報告会には、事業を活
用し個人で自分史を制
作した皆さんが集い、
思いを語り合いました

村は､村主催のイベントや村民の皆さんの取り組みを取材し､広報紙･ホームページ等に掲載
しています｡写真掲載に不都合がある方は､お手数でも総務課企画係までご連絡ください。

最後のイベントとなった2月28日の子育て講習
会。多くの親子が参加し閉所を惜しみました

「関わってくださった皆でいただいた表彰。ドン
ニャイ村との交流も途切れることなく継続したい」

表彰式に出席した西村美喜子さん（左／深谷）と菅
野幸子さん（関根・松塚）。賞状を手に記念撮影

「大きく育ち花いっぱいに村を彩ってほしい」と苗
木を贈る丸山秋一福島事務所長（左から２人目）

昨秋はパラ水泳の合宿
を笑顔でサポート。選
手の信頼を得ました

へん    さん

では、本を手にした皆さんが、「夫婦の５０年
間の歩みを残すことができた」「水の泡のよう
にこの世を去ると思っていたが、こういう本が
つくれて、うれしさで眠れなかった」など、それ
ぞれが自分史にこめた思いを語りました。

令和２年４月号 20令和２年４月号21



　
両
親
と
妻
と
共
に
４
人
で
帰
村
し
、

黒
毛
和
牛
の
繁
殖
と
肥
育
に
取
り
組

む
小
林
さ
ん
。昨
秋
、村
内
で
は
震
災

後
初
め
て
肥
育
牛
を
出
荷
し
、そ
の
後

も
順
調
に
出
荷
を
続
け
て
い
ま
す
。

　
震
災
前
は
、稲
作
と
畜
産
を
生
業
と

し
て
い
ま
し
た
。牛
と
共
に
宮
城
蔵
王

に
避
難
し
、そ
の
後
喜
多
方
へ
。蔵
王
の

牛
の
世
話
は
、息
子
の
司
さ
ん
が
引
き

継
ぎ
ま
し
た
。喜
多
方
で
は
、仲
間
と

共
に
つ
く
る
お
こ
し
酒「
純
米
大
吟
醸 

飯
舘
」の
酒
米
づ
く
り
に
取
り
組
み
、

営
農
型
太
陽
光
発
電
を
行
う「
飯
舘

電
力
」の
立
ち
上
げ
に
も
尽
力
し
ま
し

た（
現
在
は
会
長
）。発
電
所
の
下
で
は

身近な話題を
お寄せください

話題の
パレット

☎0244-42-1613

前田・八和木

小林　稔 さん

牧
草
栽
培
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　「
戻
っ
た
ら
牛
を
や
る
と
い
う
の
は

避
難
す
る
時
か
ら
決
め
て
い
た
」と
言

う
小
林
さ
ん
。村
内
再
開
前
の
健
康

診
断
で
大
病
が
見
つ
か
り
、思
い
が
け

ず
４
か
月
の
入
院
生
活
を
経
験
し
ま

し
た
が
、「
あ
あ
い
う
経
験
を
し
た
か

ら
こ
そ
思
い
切
っ
て
や
れ
る
」と
意
欲

は
ま
す
ま
す
盛
ん
で
す
。「
水
と
エ
サ

に
気
を
配
れ
ば
、牛
は
普
通
に
育
て
ら

れ
る
。頭
数
を
増
や
し
、飯
舘
牛
の
復

活
に
も
貢
献
し
た
い
」と
、先
人
が
苦

労
し
て
作
り
上
げ
た
ブ
ラ
ン
ド
牛
に
思

い
を
寄
せ
ま
す
。家
族
と
力
を
合
わ
せ

て
、小
林
さ
ん
の
挑
戦
は
続
き
ま
す
。

「体力は回復途上」と言
いつつも、大型機械も自
在に操り、日々の仕事に
力を注いでいます。

　「オープンガーデン飯舘」
（松原光年会長／小宮）の
皆さんが、開花シーズン到来
を前に、花の見所マップを制
作。花景色を訪ねて来村す
る人の道案内になるよう道
の駅に掲示するそうです。

　村内をフィールドに、それぞ
れ活動を行っている福島大
学食農学類と、東京大学「東
大むら塾」の代表が、これまで
の経過と次年度の展望を村
に報告。連携のあり方や課題
の確認を行いました。

つながりを深め村の
農業を学び、学生の
視点を生かしながら
ミクロな地域創生に
共に取り組みたい。

メンバーの皆さんは、自宅の庭をオープン
ガーデンとして見学を受け入れたり、沿道や
学校に花壇をつくったりして、ふるさとを花
で彩る活動を行っています。オープンガーデ
ンの実施期間や見学ルールは、それぞれに設
けられているので、道の駅のマップで情報を
確認してお出かけできるといいですね。

村内での活動の様子
を報告。モニター右
手が福大の皆さん、
左手が東大の皆さん。

避難中に大雪の被害を受け
た牛舎は村による国復興予
算事業を活用して再建。規
模の拡大も検討中です。

昨年はポケットサイズの

マップを作成し情報を公開

しました。より分かりやす

く役に立つ情報をとアイデ

アを話し合う皆さん。

   教えてください

     そ
のワケを

＃11

   その
こころはっ

東大むら塾の報告

お
さ
む

　新型コロナウィルス感染症の拡大防止のために、日本を含む世界の国々で
対策が実施され、一般市民の生活にも大きな影響が出ています。
　飯舘村の教育機関は、政府の要請に応じて、３月４日から、小中学校の休
業、認定こども園の休園を実施しました。卒業式・卒園式は、予定通りの日程
で実施されましたが、在校生の出席を見送るなど、感染予防対策を講じ、規
模を縮小して行いました。
　また、東京オリンピックの延期に伴い聖火リレーが一旦中止されることにな
り、３月２７日に予定されていた村内の聖火リレーも中止となりました。延期後
に、新たな日程で、にぎやかに行われることを期待しましょう。
　国内外で、依然として感染拡大が続いています。村民の皆さんも、感染予
防対策を継続し、健康管理に努めてください。

福大食農学類＆東大むら塾 
活動報告会

オープンガーデン飯舘
            花の季節を前に

感
染
予
防
に
は
、
手
洗
い
・
う
が
い
・
こ
ま
め

な
換
気
が
有
効
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
他
に

も
、
で
き
る
だ
け
人
混
み
を
避
け
る
な
ど
、
意

識
を
高
め
、
無
理
を
し
過
ぎ
な
い
範
囲
で
、
感

染
予
防
に
努
め
て
い
き
ま
し
ょ
う
！

「新型コロナウィルス感染症」感染拡大の村内への影響
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おしらせ

おかえり、じゃがいも
災
害
救
助
犬
の
じ
ゃ
が                   

い
も
は
、村
出
身
の
雑

種
犬
。震
災
直
後
の
平
成
23

年
６
月
に
生
ま
れ
、岐
阜
県

岐
阜
市
の
N
P
O
法
人「
日

本
動
物
介
護
セ
ン
タ
ー
」（
山

口
常
夫
理
事
長
）に
、村
民
の

愛
犬
約
50
頭
と
一
緒
に
引
き

取
ら
れ
ま
し
た
。そ
の
後
、同

セ
ン
タ
ー
で
、災
害
救
助
犬
の

訓
練
を
受
け
始
め
、平
成
29

年
、挑
戦
を
続
け
る
こ
と
11

回
目
で
、晴
れ
て
試
験
に
合
格

し
ま
し
た
。

　
村
は
、同
年
、じ
ゃ
が
い
も
を

「
わ
ん
ダ
フ
ル
ま
で
い
大
使
」

に
任
命
。本
の
出
版
や
テ
レ
ビ

の
取
材
な
ど
を
通
し
て
、じ
ゃ

が
い
も
の
頑
張
り
は
、伝
え

聞
い
た
多
く
の
人
を
励
ま
し

ま
し
た
。そ
し
て
と
う
と
う
、

じ
ゃ
が
い
も
の
物
語
は
、教
科

書
に
。令
和
２
年
度
の
道
徳

の
教
科
書（
日
本
文
教
出
版
）

に
採
用
さ
れ
、全
国
の
小
学
６

年
生
に
勇
気
を
届
け
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

　
３
月
21
日
、村
に
里
帰
り

を
し
て
、母
犬
の
ク
ー
と
再
会

し
た
じ
ゃ
が
い
も
。「
い
い
た
て

村
の
道
の
駅
ま
で
い
館
」で
、

来
場
者
と
交
流
し
ま
し
た
。

上
／
来
場
者
と
交
流
す
る
じ
ゃ
が
い
も
　
下
／
中
央
が
じ
ゃ
が
い
も
と
山
口

理
事
長
。
左
端
が
訓
練
士
の
上
村
智
恵
子
さ
ん
。
右
の
犬
が
母
犬
の
ク
ー

令和２年４月号 24令和２年４月号 24令和２年４月号25

１
日	•

相
馬
農
業
高
校
飯
舘
校　

卒
業
証
書
授
与
式
（
相
馬
農
業
高
校
飯
舘
校
サ
テ
ラ
イ
ト
校
）

	
•

消
防
車
両
交
付
式
・
春
季
村
内
防
火
広
報
（
交
流
セ
ン
タ
ー
「
ふ
れ
愛
館
」
他
）

３
日	•

春
季
全
国
火
災
予
防
運
動
に
係
る
消
防
訓
練
（
メ
モ
リ
ア
ル
ホ
ー
ル
い
い
た
て
）

	
•

土
地
改
良
区
理
事
会
（
村
役
場
）

３
～
17
日•

３
月
議
会
定
例
会
（
村
役
場
議
場
）

４
日	•

３
事
業
（
中
山
間
・
多
面
的
・
営
農
再
開
）
説
明
会
（
村
役
場
）

４
～
23
日•

小
中
学
校
・
こ
ど
も
園　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
に
係
る
臨
時
休
業

（
小
中
学
校
・
こ
ど
も
園
）

９
日	•

総
合
教
育
会
議
（
村
役
場
）

10
日	•

「
あ
た
り
ま
え
を
あ
り
が
た
い
と
思
う
日
」
大
喜
利　

展
示
披
露
式

（
交
流
セ
ン
タ
ー
「
ふ
れ
愛
館
」）

13
日	•

飯
舘
中
学
校　

卒
業
証
書
授
与
式
（
小
学
校
体
育
館
）

	
•

第
６
次
総
合
振
興
計
画
策
定
員
会
（
村
役
場
）

17
日	•

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
本
部
会
議
（
村
役
場
）

18
日	•

ま
で
い
の
里
の
こ
ど
も
園　

修
了
式
（
ま
で
い
の
里
の
こ
ど
も
園
ホ
ー
ル
）

19
日	•

第
３
回
農
業
委
員
会
定
例
総
会
（
村
役
場
）

20
日	•

12
区
農
地
中
間
管
理
事
業
説
明
会
（
集
会
所
）

22
日	•

９
・
17
・
19
区
農
地
中
間
管
理
事
業
説
明
会
（
集
会
所
他
）

23
日	•

草
野
・
飯
樋
・
臼
石
小
学
校　

卒
業
式
（
小
学
校
体
育
館
）

24
日	•
土
地
改
良
区
総
代
会
（
交
流
セ
ン
タ
ー
「
ふ
れ
愛
館
」）

	
•

定
例
教
育
委
員
会
（
村
役
場
）

25
日	•

佐
藤
宗
雄
さ
ん
（
小
宮
）　

百
歳
賀
寿
（
南
相
馬
市
）

	
•

個
人
版
自
分
史
編
纂
事
業
報
告
会
（
交
流
セ
ン
タ
ー
「
ふ
れ
愛
館
」）

26
日	•

教
職
員
合
同
離
任
式
（
村
役
場
）

29
日	•

草
野
・
飯
樋
・
臼
石
小
学
校
／
飯
舘
中
学
校　

閉
校
式
（
中
学
校
体
育
館
）

３
月
の
村
の
動
き
と
主
な
で
き
ご
と

おしらせ
暮らしの情報を
お知らせします
　広報いいたて２月号でお知らせした「暮らし

の情報」の追加情報をお伝えします。お知らせ

版にもその都度掲載していますが、合わせて

ご確認をお願いします。役場各係の新しい連絡

先は、今号の14ページに掲載しています。

●令和元年分（平成31年分）の申告期間を延長しています
　新型コロナウィルス感染症の拡大防止の観点から、国税庁より、所得税等の申告期間及び納
付期間が延長されました。村でも納付期間の延長を行っています。

【相談延長期間】  ４月１６日（木）まで。受付時間は、午前９時から午後４時まで（平日のみ）。問い
合わせ先は、村役場住民課税務係です。申告相談する日の２日前までに、必ず電話で予約してく
ださい。※希望日時の予約人数が上限に達している場合は予約日の変更をお願いしています。

●郵便物の転送について
　村内に住所を有したままで、村外に避難中または住んでいる方は、郵便局で郵便物の転送手
続きを行ってください。村や県、国からの重要な文書は、住所地に郵送されます。郵便局での転送
期間は申請から１年間で、期限が切れると転送されません。帰村した方についても、転送届が必
要な場合があります。現状が不明な場合は、郵便局でご確認ください。

●令和２年度のごみ収集について
　令和２年度から、白色トレイの回収をスタートします。色のついていないもので、右
のマークがついているもののみです。表面を洗い、透明な袋で、段ボール・雑誌類と
同じ日、同じ場所に出してください。収集日など、その他詳細については、全戸配付
の「ごみ収集表」をご確認ください。

●生活支援ワゴン（買い物バス）の運行について
　生活支援ワゴン（買い物バス）の運行が始まります。村民の皆さんの村外への買い物や、村内
の公共施設・医療機関・金融機関などへの送迎を行います。利用は事前予約制です。詳細は、今
後、お知らせ版などでお伝えします。

●いいたてクリニックでの薬の処方について
　令和２年度から、院内処方も行います。処方された薬を、いいたてクリニックで直接受け取
ることも、村外の薬局で受け取ることもできます。

●乳幼児健診について
　令和２年度から、乳幼児健診は、いいたて活性化センター「いちばん館」で行います。村内の会
場に来ることが難しい方は、避難先市町村の健診を受診できます。健診対象者には、受診方法な
どについて、個別に通知を行います。

令和２年４月号25



誕生おめでとう
赤ちゃんの名前 親の氏名 行 政 区

天　野　莉
り

　緒
お

 ちゃん 浩樹・恵 大久保・外内

お く や み

（令和２年２月 29 日現在）
ひとの うご き

人口 　　　今　月　（前月比） 
男	 2715 人	（－13）
女	 2723 人	（－14）
計	 5438 人	（－27）

世帯数	 1830 戸	 （±0）

２月１日～ 29日までの
◆◆◆ 人口動態 ◆◆◆

転入	 ５人
転出	 21 人
出生	 １人
死亡	 12 人

（住民基本台帳人口）

（２月21日から３月20日までに届け出のあったものを掲載）
※この欄に掲載を希望しない方は、届け出のときに住民係へ申し出てください。

ご冥福をお祈り申しあげます

氏　　　名 年齢 行 政 区

加　藤　ハツ子 88 大久保・外内

酒　井　保　雄 83 八木沢・芦原

髙　野　幸　治 86 長泥

志　賀　隆　光 72 長泥

髙　橋　光　子 98 長泥

令和２年４月号27

　

小
さ
い
頃
読
ん
だ
「
イ
ソ
ッ
プ
物
語
」
が
、
私
は
大
好
き
で
し

た
。
そ
の
中
に
「
ア
リ
と
キ
リ
ギ
リ
ス
」
と
い
う
話
が
あ
り
ま
す
。

夏
の
暑
い
日
、
ア
リ
さ
ん
は
せ
っ
せ
と
食
料
を
集
め
て
冬
に
備
え

て
い
た
。
し
か
し
、
キ
リ
ギ
リ
ス
さ
ん
は
日
陰
で
、
毎
日
バ
イ
オ

リ
ン
を
弾
い
て
歌
っ
て
ば
か
り
い
た
そ
う
で
す
。

　

ア
リ
さ
ん
は
キ
リ
ギ
リ
ス
さ
ん
に
「
冬
に
な
っ
た
ら
大
変
に
な

る
か
ら
、
今
の
内
か
ら
準
備
し
て
た
方
が
い
い
で
す
よ
」
と
。
キ

リ
ギ
リ
ス
さ
ん
は
「
冬
な
ん
て
、
そ
ん
な
の
ず
っ
と
先
の
こ
と
で

は
な
い
か
。
今
の
内
に
遊
ん
で
お
か
な
い
と
」
と
笑
っ
て
言
っ
た

そ
う
で
す
。
や
が
て
冬
が
来
て
、一
面
の
銀
世
界
、
キ
リ
ギ
リ
ス
さ

ん
は
空
腹
と
寒
さ
に
耐
え
か
ね
て
「
そ
う
だ
、
ア
リ
さ
ん
の
所
へ

行
こ
う
」
と
。
ア
リ
さ
ん
は
「
あ
の
時
あ
れ
程
言
っ
た
の
に
、
私

た
ち
を
バ
カ
に
し
て
た
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。
あ
の
時
働
い
て
い
れ

ば
、
今
苦
し
む
こ
と
は
な
か
っ
た
ん
で
す
よ
」
と
。

　

こ
の
「
ア
リ
と
キ
リ
ギ
リ
ス
」
は
、イ
ソ
ッ
プ
物
語
の
中
で
も
、

最
も
有
名
な
話
で
す
。
つ
ま
り
、「
毎
日
毎
日
し
っ
か
り
働
い
て
、

将
来
に
備
え
て
い
く
こ
と
が
と
て
も
大
切
で
す
よ
」
と
い
う
こ
と

と
「
毎
日
毎
日
の
積
み
重
ね
が
大
事
で
す
」
と
い
う
こ
と
の
例
え

話
で
あ
り
ま
し
ょ
う
。

　

今
、
飯
舘
村
は
、
６
年
間
の
避
難
生
活
か
ら
解
除
（
帰
還
困
難

区
域
を
除
く
）に
な
っ
て
４
年
目
に
入
り
ま
す
。村
民
の
皆
さ
ん
も
、

そ
し
て
村
も
、「
ア
リ
と
キ
リ
ギ
リ
ス
」
の
ア
リ
の
よ
う
に
、
一
生

懸
命
、
将
来
の
再
生
に
向
け
て
歩
い
た
り
、
働
い
た
り
し
て
き
た

と
こ
ろ
で
す
。

　

村
民
の
方
は
、
自
分
の
大
切
な
人
生
や
家
族
の
た
め
、
そ
し
て

村
は
、
自
分
の
村
を
必
ず
蘇
ら
せ
て
、
村
民
に
戻
っ
て
き
て
も
ら

う
環
境
づ
く
り
に
、
キ
リ
ギ
リ
ス
的
に
は
な
ら
な
い
で
、
こ
の
９

年
間
、
ア
リ
の
生
き
方
を
し
て
き
た
訳
で
す
。
必
ず
や
そ
の
努
力

は
報
わ
れ
る
は
ず
と
信
じ
て
…
。

　

10
年
目
に
当
た
る
令
和
２
年
度
も
、
こ
れ
ま
で
同
様
、「
ア
リ
の

飯
舘
村
」
の
ス
タ
イ
ル
を
も
っ
て
、「
新
し
い
村
づ
く
り
」
を
み
ん

な
で
や
っ
て
い
こ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

令
和
２
年
３
月
４
日　

飯
舘
村
長　

菅
野　

典
雄

アリとキリギリス

各種証明書等の郵便での請求・申請について
　各種証明書の取得のために飯舘村役場へ来庁するのが困難な方について、証明書等を郵便で
取得することができます。

住民課 住民係（☎０２４４－４２－１６１８／１６１９）
税務係（☎０２４４－４２－１６１５）

生活支援係（☎０２４４－４２－１６０９）

ラオス通信。
上田和昌さんの

vol.11

ラオスの農村では（２）
上田さんは山梨県の出身。
ラオス国立大学で活動する
青年海外協力隊の隊員です。

東京オリンピック・パラリンピック2020で村が
「復興『ありがとう』ホストタウン」を務めるラオ
スってどんな国？上田さんのリポートで素朴な疑問
に応えます。きっとラオスが身近になりますよ！

義務教育学校「いいたて希望の里学
園」が開校しました。９年間の一貫教
育を通して、子どもたち一人ひとりに
向き合い、その可能性を最大限に引き
出していきます。家庭や地域と連携し
心の教育にも力を入れていきます。

きてみて

次回は

　    ラオスのスポーツ事情

　　　　　　        を
紹介します!
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いいたて希望の里学園

飯舘村伊丹沢字山田380
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   いいたて
希望の里学園

敷地内の認定
こども園とも
連携します。

入学関連の情報については
村教育委員会☎0244-42-1631
までお問い合わせを

全学年の子ども達と
先生方が、学年の垣
根を越えて交流しな
がら、できたての給
食を味わいます。

多彩なアート作品が屋
内外を彩ります。ま
た、いつでも手に取れ
るよう、さまざまなス
ペースに、たくさんの
本が置かれています。

屋内プール、２つの体
育館、校庭に加えて、
隣接のスポーツ公園も
　活用し運動します。
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